
               

 

 

 

 

 

 ３学期が始まって早 10 日になります。新たな年の第一歩をどんな気 

持ちで過ごしましたか。元気に楽しく過ごせていますか。 

 

                     「願いごと」…お正月に 

                    神社に行きますと、たくさ 

んの「絵馬」がかかってい 

ました。学業成就、無病息

災、商売繁盛、縁結び… 

人によって願いごとはさ

まざまですね。いま、あな

たにはどんな願いごとが

ありますか。左の絵馬に書

くならば、何て書きますか。 

 

 「絵馬は参拝に訪れるたくさんの人に見てもらうほど叶えられる」と

聞いたことがあります。それは、どういうことなんだろうー。 

 

絵馬は、自分の力だけでは叶えられる自信がないことを、 

神様に手助けてしてもらって叶えるためのものではなく、 

「必ず叶えてみせる」と自分に約束し、それをたくさんの 

人たちに宣言するためのものであるように思えてきました。 

「公約の札」みたいなものかな。 

 

        本気で願いごとを叶えたいのなら、「だめだったら…」 

なんて考えず、「叶えられた瞬間」を想像してニコニコ 

する所からスタートしましょう。そして、必ずそんな自 

分になると、力まずに信じてしまうのがいいです。 

 

 

 

 12 日(木)午後、HR 委員主催のドッチボール大会が行われました。 

途中から放送部の小粋な実況も入り、体育館は大賑わい!(^^)! A・B 

コートそれぞれ 9 試合の熱戦が繰り広げられました。 

 結果は、3 組がお見事優勝！ 副賞のミスド 40 個を獲得しました。 

 

 

 

 

 

 でも、ここまでで思考が終わってしまっては、ただの 

空想かうぬぼれになってしまいます。願いが叶う瞬間を 

手に入れるために、「自分がすべきこと」を明らかにし、 

「今の自分を客観的に知ること」が大切です。階段でい 

うなら、今自分は何段目にいて、あと何段上がらなければならないかを 

正確に把握することです。また、階段もひとつではないはずです。たく 

さんの種類の階段を同時に上っていく必要に迫られることでしょう。 

そうして、願いごとをかなえる日までに不えられた時

間の中で、「何をどれだけの時間をかけてするか」、ひと

つひとつ誤魔化さずにきっちり計画を立てることが大

切です。もちろん、立てた計画はすぐに実行。２・3 日 

も続かず、修正しなければならないような場合は、計画に無理はないか、 

あるいは、そもそも願いごとがかわななくても別にいいやと、初めから 

諦めている自分がいないか検証すべきです。 

  

願いごとは叶うものです。叶わないのは途中で諦めてしまうからです。

だから、自分が進みたい道があるのなら、迷わず丌安がらず自信を持っ 

て、叶うまで諦めないしぶとい心をつくりましょう。いまはそれが大事 

です。しんどくなるときがあったなら、願いごとが叶うときを想像して 

みましょう。また元気が出てくるよ。 

 

とはいえ、ときには地震や豪雨など突然の災難に見舞わ 

れることもあります。願いごとどころではなくなる場合も 

あるかもしれません。だからこそ、こうして毎日、学校に 

来てみんな元気に顔を合わせて、ふつうに学校生活を送れることに感謝

し、多少の困難にぶつかっても、凹まず強く向かっていく心をつくって 

欲しいと願っています。すばらしい一年にしましょう。（中須賀） 

 

2 位は 1 組（僅か 2 点差）。3 位６組、4 位２組、5 位４組、6 位 5 組。 

それぞれに賞状が贈られました。最下位の５組は副賞のポテトチップを 

教卓に置き 1 列に並んで 1 枚ずつ取っていったとか。準備・運営して

くれた HR 委員の皆さんのおかげで楽しい思い出ができました。 

 マキノでの今宮流オリエンテーリングから優勝クラスに引き継がれ

てきた優勝カップの短冊も増えました。3 年生になっても楽しみ。 

 

 

 
 

 

オーラルの授業の総決算とも言える英語スピーチコンテストが、 

いよいよ始まります。まず 23 日の 6 組を皮切りに、25 日は 1 組 

と 2 組、26 日は 5 組、26 日は 4 組、27 日は 3 組と次々クラス 

予選が行われます。その後、各クラス 12 名によるセミファイナル 

を行い、2 月 9 日の多目的ホールでの決勝には、クラスから 2 名 

ずつ、計 12 名が出場して競うことになります。 

 

1 年生の時の暗唱大会とは違って、今回は自分の考えを 

英語でまとめることから始めなければならなかったので、 

大変だったかもしれませんが、同時に、英語で自分を表現 

できた喜びも味わえたのではないでしょうか。みんなが書いた原稿 

は全部見せてもらいましたが、どれも個性が表れたいい内容でした。 

 

人前でしゃべるのは苦手という人も母国語ではなく、 

外国語というフィルターを通すと、かえって平気にな 

る場合もあります。ぜひ頑張って練習して、素晴らし 

いスピーチにしてください。 

 

 友達の話を聞くのは楽しみだし、一生懸命聞いてくれる人を前に 

して話をするというのはとても気持ちのいいものです。去年の暗唱 

大会、今高生の主張に続いて、みんながスピーチコンテストを楽し 

んでくれることを祈ります。（吉田） 

 

 

 

 

 

 

 

 5 組の山本君が、明日から群馬で行われる全国インターハイに出場 

します。高橋大輔選手や浅田真央選手と同じバッチテスト 7 級の実力 

を持つ山本君は、おそらく毎日ものすごい練習を積んできた 

ことでしょう。その努力に敬服します。みんなで応援しよう。 

２０１２年１月１９日 
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